
裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

裁
判
官
が
同
一
の
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
数
（
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
裁
判
官
が
産
後
の

休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
考
慮
し
て
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
、
裁
判
官
（
当
該
期
間
内
に
当
該
子

の
出
産
に
よ
り
産
後
の
休
業
を
し
た
裁
判
官
を
除
く
。
）
が
当
該
子
に
つ
い
て
し
た
最
初
の
育
児
休
業
及
び
二
回
目
の
育
児

休
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
二
回
以
内
と
す
る
こ

と
。
（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

第
二

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ

と
。
（
附
則
関
係
）


